
　

市
災
害
対
策
本
部
は
、
家
屋
が
浸

水
し
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
人
や
洪

水
の
危
険
性
が
あ
り
避
難
し
た
人
を

受
け
入
れ
る
た
め
、
川
島
地
区
、
船

玉
地
区
、
関
本
地
区
に
避
難
所
を
開

設
し
、
そ
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し

た
。
避
難
所
の
開
設
期
間
は
11
日
間

で
、
延
べ
５
７
５
人
が
避
難
し
ま
し

た
。

　

鬼
怒
川
の
水
が
引
い
た
後
は
被
災

者
と
共
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
災
害
協
定
締
結
事
業

所
、消
防
団
、市
職
員
な
ど
が
、家
屋
、

道
路
、
側
溝
な
ど
に
堆
積
し
た
災
害

ご
み
や
汚
泥
な
ど
を
撤
去
・
搬
送
、

清
掃
す
る
な
ど
復
旧
活
動
に
あ
た
り

ま
し
た
。
清
掃
後
は
、
家
屋
の
消
毒

な
ど
を
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
生
活

再
建
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
現
在
、
被
災
者
の

生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
支
援

金
の
支
給
手
続
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

な
お
、
市
に
よ
る
復
旧
事
業
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
水
害
が
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
か
ら

の
特
別
の
財
政
援
助
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
鬼

怒
川
を
河
川
敷
甚
災
害
対
策
特
別
緊

急
事
業
の
対
象
と
し
、
今
後
約
５
年

間
で
堤
防
の
新
設
や
補
強
に
加
え
、

川
の
拡
幅
や
川
底
の
掘
削
な
ど
を
集

中
的
に
行
い
、
鬼
怒
川
全
体
が
今
回

と
同
程
度
の
降
雨
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
に
整
備
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

復
興
に
向
け
て

関
東
・
東
北
豪
雨
被
害

船玉地内（10日午前 11時頃）

船玉地内（10日午後４時 30分頃）

下妻市との境界付近 災害ごみ

避難所

　

９
月
10
日
、
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、
各
地
で
川
が
氾は
ん
ら
ん濫

す

る
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

筑
西
市
で
も
、
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
川
島
地
区
及
び
船

玉
地
区
で
鬼
怒
川
が
溢い
っ
す
い水
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
害
に
よ
る
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
床
上
浸
水

１
１
１
棟
（
大
規
模
半
壊
79
棟
、
半
壊
32
棟
）、
床
下
浸
水
96
棟

（
一
部
損
壊
）
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
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生
活
再
建
に
向
け
て

筑西市長　須藤　茂

　

今
回
の
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」

に
よ
り
鬼
怒
川
が
溢い

っ
す
い水

し
、
川

島
地
区
や
船
玉
地
区
な
ど
で
、

住
居
や
事
務
所
、
倉
庫
な
ど
を

含
め
２
０
０
棟
を
超
え
る
床
上
・

床
下
浸
水
が
あ
っ
た
ほ
か
、
水

稲
や
大
豆
、
そ
ば
を
は
じ
め
と

す
る
農
作
物
に
、
暫
定
額
で
は

あ
り
ま
す
が
、
２
億
円
以
上
の

損
害
額
が
発
生
す
る
な
ど
、
甚

大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
豪
雨
に
よ
り
最

大
の
被
害
を
受
け
た
常
総
市
に

お
い
て
は
、
鬼
怒
川
の
決
壊
に

よ
り
、
多
く
の
家
屋
が
流
さ
れ

る
な
ど
、
今
な
お
、
大
き
な
傷

跡
を
残
し
、
多
く
の
被
災
者
が

避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

そ
う
い
っ
た
な
か
、
本
市
に

お
い
て
は
、
延
べ
３
９
０
人
を

超
え
る
消
防
団
員
に
避
難
の
呼

び
か
け
な
ど
の
広
報
活
動
や
救

助
活
動
を
実
施
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
市
内
外
の
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
に
、
泥
の

か
き
出
し
や
災
害
ご
み
の
搬
出

な
ど
の
清
掃
活
動
に
協
力
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国

や
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
十
分
に
連
携
し
、
被
災
さ

れ
た
み
な
さ
ま
が
少
し
で
も
早

く
生
活
再
建
が
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　この他にも、匿名を希望される人や避難所での食事の準備、被災地内の土砂
の撤去作業など、たくさんのボランティアによる支援をいただきました。

✿（株）ＴＫＣ様……3,000,000 円　✿石田恵美様……10,000 円　✿昭和 36年度卒下
館二高３年８組クラス会一同様……4,600 円　✿藤井産業（株）様……1,000,000 円　
✿下館第一工業団地連絡協議会様……100,000 円　✿篠﨑俊郎様・夏子様…10,000 円　
✿結城信用金庫様……1,000,000 円　✿和野恵一様……50円　✿（株）マルイワ様……
1,000,000 円　✿下館さくら商店街振興組合様……21,019 円

◉見舞金

✿大木守様……1,000 円　✿岡本貞利様……30,000 円　✿若林喜一様……10,000 円　✿
谷俊樹様……5,000 円　✿中嶋かをる様……10,000 円　✿（株）リンクスポーツエンター
テインメント（共催：筑西市バスケットボール協会）様……51,270 円　✿小林一郎様……
10,000 円　✿ ( 有 ) 藤沼製作所様……30,000 円　✿稲葉寛様……5,000 円　✿稲葉春枝
様……5,000 円　✿広瀬寿様……10,000 円　✿仁保實様……10,000 円

◉茨城県台風 18 号等災害義援金

✿結城建設様……50,000 円　✿結城リバイバルチャペル様……300,000 円、飲料、菓子
✿マルナホーム様……100,000 円、飲料　✿宮﨑勇様……生活用品　✿津久井新聞店様
……読売新聞、タオル、生活用品　✿小島春江様……食料、飲料　✿古谷明宏様……食
料、菓子各種　✿大好きいばらきボランティア連絡会様……水、菓子　✿下館祭典様……
飲料、生活用品等　✿明治安田生命下館営業所様……タオル、水、菓子、軍手　✿夫婦寝
具（株）様……布団10組　✿筑西翔く女性の会様……食料　✿草間新聞店様……茨城新聞、
朝日新聞　✿小路新聞店様……茨城新聞、毎日新聞　✿宮田様……飲料　✿松山料理店様
……食料　✿岩渕様……紙コップ　✿延命寺様……食料　✿田島すい様……タオル　✿荻
野茂様……紙コップ　✿セキショーカーライフ（株）様……携帯電話充電器　✿商工会青
年部様……ラジオ、電灯　✿船翔様……食料　✿日向野栄様……食料　✿外山林一様……
食料　✿菊地友一郎様……菓子　✿平入一郎様……飲料　✿中山りん様……食料　✿NTT
様……携帯電話充電器　✿中央石油様……食料、飲料　✿初山恵子様……飲料、菓子　✿
久次クラウジオ様……飲料、菓子　✿岩瀬博様……食料　✿歓喜院様……飲料、菓子　✿
磯貴大様……保存用食料　✿上野幸子様……菓子各種　✿筑西市日赤奉仕団様……菓子各
種　✿山王（株）関東（営）様……常温合材（オレンジパッチ）20キロ入り 50袋　✿湖
月庵様……菓子各種　✿常陽銀行様……タオル　✿関城中学校 PTA及び教職員一同様……
68,250 円

◉寄附・救援物資

（
10
月
13
日
現
在
）

栄橋

　これらの寄附・救援物資は、ご厚意により自治会・避難所に寄せられたものです。
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自
主
防
災
組
織

を
つ
く
り
、

　
災
害
に
備
え
よ
う
！

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民

の
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
衛
意
識
と

連
帯
感
に
基
づ
き
、
自
治
会
や
町

内
会
な
ど
で
結
成
さ
れ
た
防
災
組

織
で
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

　

９
月
に
起
き
た
「
関
東
・
東
北

豪
雨
」
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
災
害

は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
国

や
県
、
市
の
対
応
「
公
助
」
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

と
き
、
自
分
の
身
を
自
分
の
努
力

に
よ
っ
て
守
る
「
自
助
」
と
、
普

段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域

や
近
隣
の
人
々
が
集
ま
り
、
組
織

的
に
防
災
活
動
に
取
り
組
む
「
共

助
」
が
必
要
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
、
自

分
で
、
地
域
で
、
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

組
織
の
必
要
性

　

自
主
防
災
組
織
は
、
平
常
時
に

は
防
災
訓
練
、
防
災
知
識
の
習
得

や
啓
発
、
地
域
内
の
安
全
や
設
備

の
点
検
な
ど
を
行
い
、
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
情
報
を
収
集
し

住
民
に
迅
速
に
伝
え
、
初
期
消
火

活
動
、
被
災
者
の
救
出
や
避
難
誘

導
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
を
行
い

ま
す
。

活
動
内
容
は
？

防
災
知
識
の
習
得
・
啓
発
活
動

避
難
所
の
確
認
・
点
検

防
災
訓
練
の
実
施

防
災
資
器
材
の
整
備
・
点
検

要
介
護
者
の
把
握

地
域
の
安
全
点
検

要
介
護
者
の
支
援

避
難
所
の
運
営

情
報
収
集
伝
達
活
動

初
期
消
火
活
動

避
難
誘
導
活
動

救
出
救
護
活
動

給
食
給
水
活
動

災害時平常時
自主防災組織の活動

補
助
金
制
度

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、
必
要
な
災
害
対
策
用
資
機
材

の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
な

ど
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
限
度
額
：
20
万
円

（
1
回
限
り
）

■
消
火
器
、
発
電
機
、
投
光
器
、

救
急
用
品
、
担
架
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

バ
ケ
ツ
、
備
蓄
食
料
な
ど

問
防
災
安
全
課　
　
内
線
３
６
８

補
助
金
を
交
付
し
た

自
主
防
災
組
織

【
下
館
地
区
】

富
士
見
町
、
茂
田
第
一
東
第
８
班
南

平
台
、
栗
島
、
久
下
田
宿
、
新
花
町
、

岡
芹
、
旭
ヶ
丘
、
幸
町
一
丁
目
、
幸

町
二
丁
目
、
幸
町
三
丁
目
、
西
原
、

文
化
町
、
上
平
塚
、
新
開
、
旭
町
、

蕨
、
大
谷
、
西
石
田
、
神
分
、
伊
讃

美
、
石
原
田
上
、
石
原
田
下

【
関
城
地
区
】

船
玉
新
町
、
三
道
、
辻
、
藤
ケ
谷
、

木
戸

【
明
野
地
区
】

大
林
、
西
松
原
、
有
田
、
東
保
末
、

海
老
ヶ
島
上
１
、
海
老
ヶ
島
上
２
、

海
老
ヶ
島
下
１
、
海
老
ヶ
島
下
２
、

海
老
ヶ
島
下
３
、
海
老
ヶ
島
下
４
、

東
石
田
第
一

【
協
和
地
区
】

栗
崎

情
報
メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス

防
災
無
線
再
応
答
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
た
内

容
を
電
話
（
携
帯
電
話
可
）
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

◉
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

０
２
９
６

－

９
９

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

て
い
た
だ
く
と
、
市
か
ら
の
様
々

な
情
報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
の
メ
ー
ル
で
受
け
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
配
信
す
る
情
報
】

①
火
災
等
情
報

②
不
審
者
情
報

③
イ
ベ
ン
ト
情
報

④
防
災
無
線
情
報

※
随
時
配
信

【
登
録
先
ア
ド
レ
ス
】

◉携帯電話
http://www.city.
chikusei . lg . jp/
mai l_serv ice/
mobile/

◉パソコン
http://www.city.
chikusei . lg . jp/
mail_service/
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新
中
核
病
院
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す

　
整
備
を
進
め
て
い
る
新
中
核
病
院
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

新
中
核
病
院
の
診
療
内
容
は
、
今
後
、
基

本
計
画
の
中
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

新
中
核
病
院
の
診
療
科
目
は
？

　

筑
西
市
民
病
院
及
び
県
西
総
合
病
院
の
医

療
資
源
や
医
療
機
能
・
診
療
科
を
集
約
す
る

と
と
も
に
、
筑
西･

桜
川
地
域
に
必
要
な
医

療
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　

高
度
医
療
機
関
及
び
周
辺
の
救
急
医
療
機

関
と
連
携
し
、
筑
西
・
桜
川
地
域
に
お
け
る

医
療
環
境
の
特
徴
を
生
か
し
た
機
能
分
担
を

行
い
、
急
性
期
を
中
心
と
し
た
病
院
と
し
て
、

筑
西
・
桜
川
地
域
で
二
次
救
急
医
療
ま
で
の

完
結
を
目
指
し
ま
す
。

新
中
核
病
院
の
役
割
は
？

　

地
域
の
医
療
機
関
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
診
療

所
な
ど
の
か
か
り
つ
け
医
）
と
連
携
し
、
か

か
り
つ
け
医
で
は
行
う
こ
と
が
難
し
い
検
査
、

入
院
や
手
術
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
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地
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の
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療
機
関
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介
を
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る
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院
で
す
。

　

一
刻
を
争
う
重
篤
な
患
者
さ
ん
は
、
さ
ら

に
高
度
医
療
機
能
を
持
つ
三
次
救
急
病
院
（
大

学
病
院
な
ど
）
へ
と
紹
介
さ
れ
ま
す
。

二
次
救
急
の
病
院
と
は
？

問い合わせ　中核病院建設推進課　☎２１－８７２０

　「かかりつけ医」とは、日常的な診療や健康管理などを行ってくれる身近なお医者さん
のことをいいます。地域にあるクリニックや診療所で、健康に関する相談相手になってく
れるかかりつけ医を持つと、いざというときに安心です。
　かかりつけ医は、患者さんの初期診療を行います。症状によって高度な医療・検査など
が必要と判断した場合には、紹介状を作成し、適切な医療機関での診療を案内します。
　地域医療では、症状の程度によって診療を行う医療機関が変わってきます。一人ひとり
が症状に応じた適切な医療機関に受診することが、地域の医療を守ることにつながります。

　「かかりつけ医」とは、日常的な診療や健康管理などを行ってくれる身近なお医者さん

かかりつけ医を持ちましょう！！

連携

受
診

　地域の医療は、病院やクリニック・診療
所などの医療機関が役割を分担し、継続し
て患者さんの治療を行っています。

地域医療連携のイメージ

●
●

かかりつけ医
（一次救急）

体の調子が悪いときな
どの相談先。日常的な
病気の治療や相談、入
院や精密検査が必要な
場合は適切な病院を紹
介してくれます。

患
者
さ
ん

入院や精密検査などが
必要な病気の外来診療
治療・検査を行います。
原則かかりつけ医が発
行した紹介状を持って
受診します。新中核病院

（二次救急）

高度医療機関（大学病院等）
（三次救急）

重い病気や特
殊な病気等で
高度な医療を
必要とする検
査・治療など
を行います。
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